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第３期中期目標（素案）及び策定に係る考え方

（１）法律上の位置づけ

・定義（地方独立行政法人法第25条第1項）　「地方独立行政法人が達成すべき業務運営に関する目標」

・法定記載事項（同条第2項）

第１　中期目標の期間

第２　住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

第３　業務運営の改善及び効率化に関する事項

第４　財務内容の改善に関する事項

第５　その他業務運営に関する重要事項

１．中期目標とは

（２）本市における位置づけ

・地方独立行政法人の特徴である、自律性、機動性、柔軟性を最大限発揮させる観点から、中期目標期間において達成すべき業務運営に関する市長の指示書

・市民等に分かりやすく易く伝えるため、簡潔な構成とし、法人が果たすべき役割を大きな柱立てとして明示する

・目標の設定にあたり、目標の水準は実現可能性を考慮しながら、法人の自発的な努力を促すものとする

2．第３期中期目標（素案）のポイント

　国から公立病院が持続的な経営を確保するため、経営強化のための取組を公立病院経営強化プラン（地方独立行政法人においては、中期計画に記載も可）とし

て作成することが求められており、当該プランに記載すべき項目について中期目標においても一定程度記載した。

　記載項目

　（１）役割・機能の最適化、連携強化

　（２）医師・看護師等の確保、働き方改革

　（３）新興感染症の拡大時に対する取組

　（４）施設、設備の最適化

　（５）経営の効率化等

資料４
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考え方等

前　文

　地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院（以下「法人」という。）は、

平成２８年４月１日の地方独立行政法人化により、制度の特長を活かした

自主性・自立性の高い、効果的・効率的な業務運営の下、高度医療及び２４

時間３６５日の救急医療を提供し、千葉県北東部及び茨城県鹿行地域にお

ける基幹病院として地域の医療機関と連携し使命を果たしてきたところである。

  第２期中期目標期間については、将来を見据えた取組として、遠隔病理診

断科診療所を開設する一方で、目下の使命として新型コロナウイルス感染症患

者の治療、さらには感染症予防業務にも協力するなど公的医療機関として地域

住民が必要とするサービスの提供を行うことができた。経営面においても第１期に

引き続き計画を上回る実績を達成できている。

  今後は、少子高齢化の進展に伴い、医療の需要と提供の構造も大きく変わる

ことが見込まれる。また、医師の働き方改革が令和６年度からスタートし、医師を

はじめとする病院スタッフの働き方の転換期となり、法人に求めるガバナンスは一

層大きなものとなる。

  第３期中期目標期間においては、社会環境の変化に適切に対応するため、

医療ニーズに応じた人材の確保に努め、法人の基本理念である「すべては患者

さんのために」に従い、広域基幹型急性期病院として、地域の医療機関と更なる

連携及び機能分担を図ることにより高度急性期医療及び救急、大規模災害、

新興感染症等の公共性の高い医療を引き続き適切に提供することを求める。ま

た、地域の関係機関と保健、医療、介護、福祉の分野において横断的な連携

を図ることにより、市民をはじめとする地域住民の健康の維持、増進への寄与を

期待するものである。

第2期中期目標

前　文

　地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院（以下「旭中央病院」とい

う。）は、平成２８年４月１日から、地方独立行政法人に経営形態を変更

し、令和元年度までの第１期中期目標期間においては、地域の医療機関と

役割を分担し連携を図りつつ、高度専門医療及び２４時間３６５日の救

急医療を提供し、千葉県北東部及び茨城県鹿行地域における基幹病院とし

ての使命を果たしてきたところである。また、経営面においても、人事や財務運

営において迅速性・柔軟性を高め、職員が一丸となって収入の確保と費用の

削減に努めたことで、第１期中期計画を大きく上回る経営状況を達成してい

る。

　今後も、地域の医療機関、医師会、歯科医師会、薬剤師会、社会福祉協

議会、介護・福祉施設等と連携を継続していくとともに、近年の医療環境の進

展に対応し、救急医療をはじめとする医療の高度化を図り、高度先進医療を

担う地域の基幹病院にふさわしいスタッフ・施設・医療機器を備え、市民をはじ

めとする地域住民の信頼に応えていく必要がある。

　第２期中期目標期間においては、健全経営の維持を前提としながら、高度

医療の確保充実や患者等のサービス向上のための計画的な設備投資の実施

など、これらの課題に対応していくための、迅速な意思決定による自律的かつ弾

力的な経営を行う基本方針として中期目標を定めるものである。

　旭中央病院がこの中期目標に基づき、地方独立行政法人としての強みを最

大限に発揮し、社会環境の変化に適切に対応しながら、医療機能の維持・向

上を図り、市民をはじめとする地域住民の健康の維持及び増進に寄与すること

を期待するものである。

【前文の目的】

・旭中央病院の役割や目指

すべき方向を明らかにし、市

が求める病院運営を示すも

の。

・基本的な役割に変更無し

・第３期では、医師の働き方

改革への対応、他の医療機

関等との連携、機能分担に

ついて明記

３．素案

番号 第3期中期目標
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考え方等 第2期中期目標番号 第3期中期目標
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⑵　救急医療体制の充実・強化

　地域医療に貢献するため、夜間・休日の医療体制の充実に努めるととも

に、３６５日２４時間体制の充実を図ること。また、救急搬送の受入れを

スムーズに行えるよう、消防などとの連携の推進を図ること。

第２　地域住民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 ・大項目の詳細な説明を削

除し、小項目にて説明を行う

旨変更。

※大項目３においても同じ

第２　地域住民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

   旭中央病院は、救急医療、高度急性期医療をはじめとする医療、介護及

び福祉を提供するとともに、医療の質の向上を図るため医療従事者の育成

に努め、地域の医療機関と連携して、市民をはじめとする地域住民の健康

の維持及び増進に

寄与すること。

⑴　地域連携と機能分担の更なる推進

　地域全体で切れ目のない医療を提供するため、行政、地域の医療機関、

医師会、歯科医師会、薬剤師会、社会福祉協議会、介護・福祉施設等と

の連携を推進するとともに、地域医療機関との機能分担を推進し、香取海匝

地域医療構想において必要とされる医療機能への最適化を図ること。

・項目名を変更

・地域医療機関との機能分

担の推進を追加

⑻　地域連携の推進

　地域包括ケアシステムの構築を視野に、地域の医療資源を有効に活用

し、地域全体で切れ目のない医療を提供するため、行政、地域の医療機

関、医師会、歯科医師会、薬剤師会、社会福祉協議会、介護・福祉施

設等との連携を推進していくこと。

１　広域基幹型急性期病院としての機能の充実 ・項目名を変更し、求められ

る病院機能の明確化

１　診療機能の充実

⑶　高度医療への取組

　高度急性期患者を受入れる地域の基幹病院として、高度かつ専門的医療

を確保し、更なる充実を図ること。

・項目名を変更

・文言整理のみ

⑶　高度医療の確保と充実

　高度急性期患者を受入れる地域の基幹病院として、高度な医療を確保

し更なる充実を図ること。

第１　中期目標の期間

　令和６年４月１日から令和１０年３月３１日までの４年間とする。

第１　中期目標の期間

　令和2年４月１日から令和6年３月３１日までの４年間とする。

・項目名を変更

・文言整理のみ

1

2

4

5

6

⑵　救急医療体制の充実

　地域住民が安心して暮らすため、夜間・休日を含めた２４時間３６５日の

救急医療体制を継続すること。また、救急搬送の受入れをスムーズに行えるよ

う、消防等関係機関との連携の強化を図ること。

3
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考え方等 第2期中期目標番号 第3期中期目標

11

⑹　高齢者医療の取組み

　　高齢者医療の取組み

行政、地域の医療機関や福祉関係者と連携し、認知症対策等の高齢者

医療に取り組むこと。また、高齢化に伴い増加が懸念される循環器疾患等

に対応できるよう、診療内容の更なる充実に努めること。

⑺　医療安全対策及び院内感染防止対策の徹底

　市民をはじめとする地域住民に対して安全・安心な医療を提供するため、医

療安全及び院内感染防止にかかる情報の収集、分析及び共有を行い、医

療事故の発生、院内感染の発生及び拡大を防ぐこと。

・文言整理のみ ⑺　医療安全対策及び院内感染防止対策の徹底

　　市民をはじめとする地域住民が求める安全・安心な医療を提供するた

め、医療安全対策及び院内感染防止対策の徹底を図ること。

・中項目の内容を小項目に

分化

・第2期：中項目１-⑴　患

者中心の医療の推進の内容

を移動

２　患者等のサービスの向上

　患者等が満足し、地域住民に選ばれる病院であり続けるため、患者サービ

スの向上を図り、特に診療待ち時間等の改善や接遇の向上に努めるととも

に、病院周辺駐車場を含む利便サービスの向上を図ること。

⑸　災害時医療、新興感染症医療、周産期医療、小児医療等への取組

　災害及び新興感染症等の発生時には、速やかに対応体制に移行できるよ

う人材の確保、育成等を行い、体制の整備に努めること。また、周産期医療、

小児医療については、安心して子どもを産み、育てられる環境を維持するた

め、適切な医療の提供に努めること。

・項目名を変更

・有事の際の医療提供と周

産期、小児医療に分けてそ

れぞれの役割を記載

⑸　災害時医療、周産期医療、小児医療（小児救急医療を含む。）及

び感染症医療等の取組み

　香取海匝医療圏の中核的な基幹病院として、災害時医療、周産期医

療、小児医療（小児救急医療を含む。）及び感染症医療等の提供に努

めること。特に災害時においては、地域災害拠点病院としての役割を果たす

とともに、市や関連機関等と連携して医療救護活動を行うこと。

⑹　高齢者医療への取組

　高齢者医療については、多角的なアプローチが必要であるため、行政、地域

の医療機関、福祉関係者など多職種連携によるケアを行い、重症化予防及

び早期発見に努め、健康寿命の延伸を図ること。また、認知症疾患医療セン

ターとして、先進的な医療の提供を行うこと。

8

9

10

⑷　５疾病に対する取組

　５疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞等の心血管疾患、糖尿病、精神

疾患）に対する医療水準の向上を図ること。特にがん医療に関しては、地域

がん診療連携拠点病院として、集学的治療等の専門的な医療の提供、相

談支援、知識の普及・啓発等の情報発信に努めること。

・項目名を変更

・文言整理のみ

⑷　５疾病に対する医療水準の向上

　５疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、精神疾患） に対する

医療水準の向上を図ること。特にがんに関しては地域がん診療連携拠点病

院として、地域全体のがん医療の中でその役割を果たし、地域住民に対して

がん知識の普及・啓発に努めるとともに、診療内容の更なる充実に努めるこ

と。

・地域包括ケアシステムに対

応する取組を記載

・認知症疾患医療センターと

しての機能について記載

7

２　患者等のサービスの向上
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15

・項目名を変更

・情報の発信の方法について

追加

⑴ 市民への保健医療情報等の提供・発信

　　医療に関する専門分野の知識を活かした医療情報の提供、保健医療

情報の

発信及び普及啓発を推進すること。

⑶　市の施策への連携・協力

　旭市生涯活躍のまち事業は、法人（旭中央病院）を核とした市全体の活

性化につなげるための拠点としてのまちづくりであり、事業への積極的な参加、

協力に努めること。また、介護・福祉の提供については、市の方針に沿った取

組を継続すること。

・小項目の統合

　第2期：3-(2)ア,(3)

⑵　市の施策への連携・協力

　ア 介護・福祉の提供については、今後とも市の方針に沿った取り組みを行

うこと。

⑶　「旭市生涯活躍のまち」への連携・協力

　「旭市生涯活躍のまち」実現に向けた市の施策推進に連携・協力するこ

と。

・項目名を変更

・第2期：3-(2)イ 予防医

療に関する内容のみを記載

⑵　市の施策への連携・協力

　イ 市民の健康維持・増進を図るため、市の機関や地域の医療機関と連

携・協力して、予防医療に取り組むこと。

３　市の施策推進における役割の発揮 ３　市の施策推進における役割の発揮

・項目を移動

　第2期:1-(9)

・記載内容を追加

　１　診療機能の充実

　⑼ ＱＩ分析等による医療の質の向上

　　継続的な医療の質の向上に資する体制整備に努めること。

・新規項目

・中項目を細分化

・医療DXの推進を記載

・新規項目

・中項目を細分化

・PDCAサイクルの実施につい

て記載

１　診療機能の充実

⑴ 患者中心の医療の推進

　患者が自ら受ける医療の内容等に納得し、自分に合った治療法を選択で

きるよう、十分な説明に基づくインフォームド・コンセントを徹底するなど、患者

中心の医療を推進すること。

16

17

18

⑴  ＱＩ分析等による医療の質の向上

　法人の機能、診療、サービスの質を様々な指標を用いて数値化し、客観的

に分析することにより医療の質の向上に努めること。
12

⑴　予防医療への取組

　市民の健康維持・増進を図るため、市や地域の医療機関と連携・協力し、

疾病の発症予防、病状の進行を遅らせるための取組を行うこと。

13

⑵  医療ＤＸ推進と患者サービス（利便性）の向上

　デジタル技術を活用し、医療の質及び効率を向上させるとともに、患者等に

対し分かりやすく明瞭な説明（インフォームドコンセント）、快適なサービス等を

実施することにより患者の満足度及び利便性の向上に努めること。

14

⑶  第３者評価とＰＤＣＡサイクルの実施

　業務に対して第３者の客観的な視点による評価を受け、その結果に基づい

て対策の検討を行い、継続的にサービス、その他業務の改善を図ること。

⑵　適切な保健医療情報等の提供・発信

　市民の健康意識の向上、予防医療の重要性に関する情報を積極的に提

供すること。また、多様な人に情報を提供するため、様々な媒体、方法により

発信すること。

5
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考え方等 第2期中期目標番号 第3期中期目標

20
１　働き方改革と人材確保 2　働き方改革と人材確保

⑴　医師の働き方改革への取組

　医師の働き方改革のスタートに伴い、医師の労務管理、労働時間の短縮

等により健康を確保し、能力を活かせる環境を整備し、質と安全を確保した医

療を持続可能な形で患者に提供すること。また、医師の時間外労働の上限

規制に伴い、提供するサービスに支障が生ずることのないよう医師の適正配置

及び看護師等他職種との役割分担の最適化に努めること。

・項目を分別

　第2期：2-(1)

         → 1-(1)、(3)

・働き方改革と就業環境の

整備について項目を分けて

記載

・医師の働き方改革に付随

する課題等を記載

第３　業務運営の改善及び効率化に関する事項 ・説明削除 第３　業務運営の改善及び効率化に関する事項

　地方独立行政法人制度の特長を十分に活かして、より一層効率的な業務

運営を行うこと。

⑵　医師・看護師等の専門職の確保・育成

　提供する医療水準を維持向上させるため、優秀な医師の確保に努め、初

期研修医及び専攻医を育成すること。また、看護師、医療技術職員について

は、関係教育機関との連携を強化し、優れた人材の計画的、安定的な確保

に努めること。さらに、職務能力の高度化及び専門化を図るとともに、地域医

療支援センター等の医療資源を活用し、職務能力の向上に努めること。

・項目名を変更

・職員の確保については、職

種別の記載から人材全般に

ついての記載に変更

・その他文言整理

⑴　働き方改革と就業環境の充実

　働き方改革関連法を遵守し、職員が働きやすい職場で仕事にやりがいがも

てるよう日常業務の質の向上を図るとともに、職員のワークライフバランスに配慮

した環境の整備に努めること。

⑵　職員の確保

　ア 医師の確保

　旭中央病院において提供する医療水準を向上させるため、優秀な医師の確保に努める

とともに、初期研修医及び専攻医を育成すること。

　イ 看護師等の確保

　関係教育機関との連携を強化し、優れた看護師及び看護補助員の計画的な確保に

努めること。

　ウ 医療・介護技術職員の確保

　関係教育機関との連携を強化し、優れた医療・介護技術職員の計画的な確保に努め

ること。

　エ 事務系職員等の確保

　専門的な能力を持つ事務系職員を確保すること。

　オ 少子高齢化対策

　将来の少子高齢化を見据えた、業務運営のあり方についての検討を進めること。

⑶　職員の職務能力の向上

　医師、看護師等、医療・介護技術職員及び事務系職員等の職務能力の高度化及び

専門化を図ること。地域医療支援センター等の医療資源を活用し、職務能力の向上に

努めること。

⑷　看護師の養成と看護教員の確保

　保健・医療・介護等の総合的な能力を持つ看護師の養成と、そのような教育を行う看

護教員を確保すること。
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28
３　安定的な経営基盤の構築 ・項目名の変更 ３　効率的・効果的な業務運営

⑴　収入の確保

　診療報酬改定等の変化に対応する為、的確に分析や検討を行い、施策

を実行し収益を確保すること。

⑵　費用の節減

　後発医薬品の採用促進を図るとともに、薬品費、診療材料費及びその他

経費を含めた費用の節減に努めること。

⑴　健全経営の維持

　診療報酬改定等の変化に対応するため、現状を的確に分析し、必要な施

策の検討を行い、収益を確保すること。また、薬品費、診療材料費及びその

他の経費を含めた費用の節減に努めること。

・項目を変更、集約

　第2期：(1)、(2)

　　　　 → (1)

・収入、支出を併せた記載に

変更

・文言整理

⑶　内部統制の充実

　効率的な統制を行うため、内部統制の必要性、方法、範囲等を組織全体

で共有するとともに、内部監査計画に基づいて業務内容を検査することによっ

て、適正な業務運営とリスクマネジメントの推進に努めること。

・内部監査室の設置により体

制の整備段階から運用段階

へと移行

⑶　内部統制の充実

　業務運営の適正化を図るため、適切な内部統制を実施するための体制を

整備すること。

・項目を分別

　第2期：2-(1)

         → 1-(1)、(3)

・文言整理のみ

⑶　職員の就業環境の整備

　職員が働きやすい職場で、仕事にやりがいが持てるよう日常業務の質の向

上を図るとともに、職員のワークライフバランスに配慮した環境の整備に努めるこ

と。

⑴　コンプライアンスの徹底

　患者の安全及び信頼確保のため、関係法令、医療倫理を遵守するととも

に、社会規範に従い適正な業務運営に努めること。

・項目名の変更

・コンプライアンスの遵守に関

する内容に修正

⑵　情報管理体制の徹底

　情報セキュリティに留意して個人情報、情報システムの管理を徹底するととも

に、診療情報の適切な提供に努めること。

・文言整理のみ

２　ガバナンスの強化 ・ガバナンスに対してこれまで

以上の取組を行う旨修正

1　ガバナンスとコンプライアンス

⑴　組織マネジメントの充実

　ガバナンス機能の強化等、組織効率を高める取り組みに努めること。

⑵　情報管理体制の徹底

　マイナンバー制度等に対応し、常に情報セキュリティに留意して個人情報の

保護を徹底するとともに、診療情報の適切な提供に努めること。

⑴　働き方改革と就業環境の充実

　働き方改革関連法を遵守し、職員が働きやすい職場で仕事にやりがいが

もてるよう日常業務の質の向上を図るとともに、職員のワークライフバランスに

配慮した環境の整備に努めること。

29

25

26

27

23

7



8

考え方等 第2期中期目標番号 第3期中期目標

31

第４　財務内容の改善に関する事項

　「第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項」で定めた事項を実行し、

旭中央病院の公的使命を果たしつつ、経営基盤を更に安定させる中期計画

及び年度計画を作成し、実行すること。

・変更無し 第４　財務内容の改善に関する事項

　「第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項」で定めた事項を実行

し、旭中央病院の公的使命を果たしつつ、経営基盤を更に安定させる中期

計画及び年度計画を作成し、実行すること。

⑵  施設・設備の最適化の検討、実施

　地域の医療ニーズ、医療及びデジタル技術の進展、施設等の老朽化、収支

見通し等を踏まえ、新たな投資等の必要性を検討したうえで計画的に実施す

ること。

・項目名の変更

・文言整理のみ

⑶　計画的な設備投資

　投資効果、地域の医療ニーズ、医療技術の進展等を総合的に勘案し、

投資後の収支の見通しを立てた上で計画的に実施すること。また、実施後

はその効果を検証すること。
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